
○ 本地域においては、農家数の減少や高齢化により地域資源の保全管理が年々困難となっていることや、
将来を担う子ども達と若い後継者の農村環境への関心の低下が問題となっていたことから取組を開始。

○ 本組織には、地域の各団体（農業者、自治会、婦人会、子供会、老人会、消防団、青年団）が参加すると
ともに、国の研究機関、環境調査機関、大学、NPO法人等が活動を支える応援団を形成し、活動を支援。

○ GIS（地理情報システム）を活用した地域資源の記録・管理・活用のほか、「めだかの放流会」
等の環境活動、地域外の都市住民との交流活動等、幅広い取組を実施。

元泉地域農地・水・環境保全組織（山形県河北町）

【地区概要】
・取組面積 107ha

（田 99ha、畑 ７ha）
・資源量

開水路 23.8km、農道 8.6km
・主な構成員

農業者、自治会、老人会、婦人会、
育成会、自警団、水土里ネット

・交付金 約6百万円（H29）

地域の活動内容
～元泉地区「いい田園の定義」～

活動の効果
～「地域力の向上」～

めだかの放流会

美田伝承システム

○「多面的機能支払交付金」をベース
とした「地域振興策としての５つの元
泉地区流儀」

①田園地域資源を活かした地域振興の取組
②地域の子ども達を参加に導く「橋渡し役」の取組
③最強指導支援組織を活かした自信活動の推進
④自前活動にこだわった取組
⑤地域独自の都市生活者との交流組織「おやきま

き会」を基盤にした交流活動（「おやきまき」は方
言で「親戚」のこと）

○ 事務委託はせずに、地域の自立のため
全て自前にこだわった。

○ 青年会、婦人会等の地域活動の場をつ
くり、繋がりを深めた。

○ 「おやきまき会」によって都市住民との
交流が深まった。

○ 自らの活動について外部に評価しても
らうことで成果と課題の抽出ができた。

地域資源を活かした地
域づくり研修会

自然環境再生コンクール
受賞

田んぼの子ども博士
養成講座

フォトコンテスト

田んぼの学校 水田観察用木道

GISシステムの活用

○ 農村工学研究所が開発したGISシステムを利
用し、施設情報、作物、景観、生物等の地域資源
情報を一元管理。

○ モバイル端末でシステムを動作させ、現場にお
ける施設の点検等に活用することで、適切な資
源の維持管理を行い、農地の維持による多面的
機能の発揮に貢献。

GISデータ
（農地基盤情報）

モバイル端末を
活用した
施設点検状況

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

地域の目指す方向性を話し合い多様な取組を展開

かほくちょうもといずみ


